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本論文は，磁場反転配位 (FRC) プラズ‘マの移送過程に関するもので，移送運動を行っている FRC プラズマの動
特性，並びに移送中に観察される再熱化現象の物理機構について，実験的に明らかにしている。本論文は，緒論，本
論 7 章，総括により構成されている o
緒論では，本研究の背景と研究目的について述べているo
第 1 章では，研究対象である FRC プラズマについて，
第 2 章では，実験装置 FIX を説明し，実験に用いたプラズ、マ診断法及び‘計測器について詳述している。また， FIX 
その 2 次元平衡解と共に概説している o
装置で生成される FRC プラズ、マの初期プラズ、マパラメータの値を示している o
FRC プラズマ第 3 章では，移送運動に伴う FRC プラズ、マのダイナミクスを系統的に，かっ詳細に検証しており，
の移送速度がアルフベン速度を超えること，移送に伴うプラズ、マの膨張過程が断熱式では記述できないこと，移送運

































核融合燃料に月面資源であるヘリウム 3 を採用することにより， トリチウムをベースとした核融合炉の実用化に立
ちはだかる苛酷な技術課題を回避するシナリオが提案されている o また，それと同時に，そのシナリオの中心的役割
を担う FRC プラズ、マの物理的研究の成否が，新しい筋道の開拓に対するキーポイントであることが示されている。





(1) 詳細に検証した移送 FRC プラズ、マのダイナミクスより，移送速度がアルフベン速度を超えること，移送に伴う
プラズ、マ膨張の過程が断熱変化とはなっていないこと，さらには，低密度 FRC プラズ、マの閉じ込め特性が， これ
までの高密度 FRC プラズマから得られたスケーリング則では記述できないことを明らかにしている。
(2) 移送 FRC プラズ、マの再熱化現象，すなわち，プラズ‘マ塊の運動エネルギーが，プラズ、マ内部熱エネルギーへと




(4) 移送 FRC プラズ、マが，カーブしている外部バイアス磁場を横切る方向へと逆偏向するという現象を初めて見い
だしており， FRC プラズマの移送運動制御法の端緒を開いている o また，この逆偏向が， FRC プラズマのセパラ
トリックス内部の分極電場とポロイタソレ磁場とに直交するドリフトとする自己偏向仮説を提案し，実験的にその妥
当性を明らかしている。
(5) 閉じた磁気配位を持つプラズマ塊への垂直磁場の侵入距離が，従来のプラズ、マ流のそれに比して，著しく浅くな
るという知見を得ており，プラズマ中への磁場拡散機構に，磁気配位の開閉形状が関係していることを初めて明ら
かにしている。
以上のように，本論文は，移送 FRC プラズマの運動特性及び再熱化現象に関する知見を初めて系統的に明らかに
すると共に，それらに内在する物理機構を実験的に解明しており，応用物理学，特にプラズマ理工学の分野に寄与す
るところが大きし」よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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